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NPONPO・地元企業と連携した・地元企業と連携した
地域⼒循環型キャリア教育地域⼒循環型キャリア教育
((CLCCLC))プログラムプログラム
Career learning in
Local-power Circulation

聖泉⼤学⼈間学部 有⼭篤利

⼈間学部のキャリア教育のテーマ⼈間学部のキャリア教育のテーマ

挑 戦 力
・厳しい経済状況
・学⽣の特徴

学外との交流
・建学の精神
（地域の⼤学）
・地域の要請

具体的な⽅法
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CLCCLCプログラムのねらいプログラムのねらい
Career learning in Local-power Circulation

「挑戦⼒の育成」・「⼈材の地域還元」ねらい

⽬ 的
「厳しい環境に対し、粘り強く、主体的に
取り組む⼒を持った学⽣の育成」
「地域で⼈材を育て地域に還元していく
システムの構築」

最終⽬標 「地域の⼤学が発信する、地域活性化と結び
付いたキャリア教育モデルの提案」

CLCCLCプログラムの背景プログラムの背景
地⽅の⼩規模⼤学がやるべきこと

〃 だからこそできること

エリアの活性化
を担う⼈づくり

⼈をつくる
システムづくり

⼤学教育の限界

⼤学内で完結する
キャリア教育の限界

学⽣を学外と
交流させる

システムづくり
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取組の縦横軸取組の縦横軸

大学の
キャリア教育

地元の企業NPO

人材育成

人材確保

学⽣⽀援横軸

地
域
活
性
化
モ
デ
ル

縦
軸 NPO

地元の企業 地域の
活性化

近江商人・三方よし活用モデル近江商人・三方よし活用モデル

CLCネットワーク
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CLCCLCネットワークネットワーク

CLCプログラムを推進する枠組みであり、
その趣旨に賛同する企業・団体・個⼈等
の総体（学⽣を育む⺟体）

◆キャリア教育の素材（地域の課題）を提供する
◆講師などの⼈材を提供する
◆学習の場を提供（インターンシップ等）する
◆学⽣の研修会・セミナー等への参加機会を提供する
◆CLCに関する広報について協⼒をする
◆CLCを評価する

CLCCLCプログラムの特徴プログラムの特徴
◆CLCプログラムの性格
（１）地域交流をベースに地域の⼈材や課題を活⽤

した地域志向型のキャリア教育

（２）学外での活動や学⽣の実践に基盤を置いた
体験重視型のキャリア教育

（３）「近江商⼈三⽅よし」の精神を基に、指導に
係わる⼈や団体のwin－winな関係を⽬指す
双⽅向型のキャリア教育
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本学の進路指導と⽀援の流れ本学の進路指導と⽀援の流れ
キャリアデザイン
キャリアアップ

コミュニケーション
プレゼンテーション

インターンシップ
その他

1年

基礎

大学生活入門

キャリアデザインA・B
基礎ゼミA・B

2年

応⽤
キャリアデザインC・D 基礎ゼミC・D

3年

実践

4年

挑戦

キャリアアップ演習A・B

インターンシップ

企業説明会・会社訪問の案内
求人の紹介・個別指導

就職対策G・講座

個
人
面
談
・
進
路
相
談

CLCCLCプログラムの流れ（プログラムの流れ（HH2121））
1年生 2年生 3年生 4年生

キャリア
形成入門

リレー講義
イ
ン
タ
ー
ン
Ⅰ

インターンⅡ
（お題解決）

基礎力 応用力 実践力 解決力 行動

業
界
人

フ
ォ
ー
ラ
ム

模
擬
面
接

就職活動

社会を知る
基礎知識の習得

社会⼈と接する
進路意識の醸成

社会で活動する
課題解決⼒の育成 希望進路の実現

キャリア
デザインA・B

キャリア
デザインC・D

キャリアアップ演習
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進路ガイダンス
資格取得など

CLCCLCの系統性（の系統性（H21)H21)

1年 キャリア形成入門

２年 対談形式のリレー講義

２年（春休み） 地域インターンシップ

３年 お題解決プログラム

３年末～４年 就職活動

業界人フォーラム

模擬面接

地域の懐の中で
課題解決⼒を育成し、
社会⼈基礎⼒を
⾝に付ける

本年度の課題本年度の課題

 社会に対するリアリティの⽋如
・学習が深まらない
・モチベーションがあがらない

 企業(営利活動)という⽂脈と
⼤学(教育活動)という⽂脈の違い

 ⾃⼰効⼒感や⾃⼰実現⼒（意欲を具体化する⼒）
の不⾜

 従来の系統的なキャリア指導の⾏き詰まり
（基礎知識→応⽤→実践）
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次年度への改善（１）次年度への改善（１）
◆学習の枠組みの変更

社会を知る
基礎知識の習得

社会⼈と接する
進路意識の醸成

社会で活動する
課題解決⼒の育成

リアリティ
の体験 達成経験 理論の習得

実践⼒の向上

理論の習得 態度の形成 実行力の獲得

実行力の獲得 理論の習得態度の形成

従前

次年
度

次年度への改善（２）次年度への改善（２）

◆キャリア教育のアウトソーシング

（１）授業を原則公開
NPO等説明会・プレゼンテーション⼤会など

（２）地域の活動や企業の研修会などを活⽤

（３）地域の⼈材を活⽤

（４）学習の場を地域に

（５）互いにwin－winの関係を築く（三⽅よし）
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◆NPOという選択
（１）豊富な社会経験が積める
（２）企業よりもハードルが低い
（３）ｗｉｎ－winの関係が構築しやすい
（４）教育という⽂脈との親和性が⾼い
（５）地域への訴求⼒がある
（６）就職活動に有利
（７）学⽣は趣味の延⻑で参加できる

次年度への改善（３）次年度への改善（３）

CLCCLCプログラムの流れ（プログラムの流れ（H22H22予定）予定）
1年生 2年生 3年生 4年生

NPO説明会
体験活動

地域イベント
の企画・実⾏

インターン
（お題解決）

行動

業
界
人
フ
ォ
ー
ラ
ム

模
擬
面
接

就職活動

希望進路
実現キャリア

デザインA・B
キャリア

デザインC・D キャリアアップ演習

リアリティ
の体験

達成経験
理論の習得

実践力の向上

フィールドワーク
社会常識
プレゼン⼒・・・

企画⼒
マネジメント⼒
コミュニケーション
⼒・・・

経済団体の
研修会参加

スーパーの
モニター活動

高校との連携 就活の
基礎知識
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CLCCLCプログラムの波及効果プログラムの波及効果

■多⾯的プログラム

（１）⼤学が発信するキャリア教育モデルの提案
（２）地元NPOの育成＝地域の活性化
（３）地元産業の活性化
（４）地域⽂化の創造・継承
（５）学⽣の⾃主活動の創造
（６）学内の学習活動の活性化


